
イ
メ
ー
ジ
制
作
の
場
と
環
境

中央公論美術出版
〒101-0051　東京都千代田区神田神保町 1-10-1
　　　　　　　　　　　　　　　　IVY ビル 6Ｆ

Tel: 03-5577-4797　Fax: 03-5577-4798

中央公論美術出版

―

西
洋
近
世
・
近
代
美
術
史
に
お
け
る
図
像
学
と
美
術
理
論

本体価格 13,000 円＋税

近
世
美
術
研
究
会　

編

Ａ5判上製函入　本文 424 頁 ISBN 978-4-8055-0862-6    C3071

2018 年 12 月刊行

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
に
お
け
る
百
年
を
超
え
る
西
洋
美
術
の
研
究
史

を
紐
解
け
ば
、
そ
こ
に
は
様
々
な
方
法
論
が
採
用
さ
れ
発
展
し
て
き
た
。
あ

る
も
の
は
時
代
を
席
巻
す
る
潮
流
を
生
み
、
ま
た
あ
る
も
の
は
時
代
の
中
で

忘
れ
去
ら
れ
、
あ
る
い
は
形
を
変
え
て
新
た
な
動
き
を
見
せ
て
き
た
。
美
術

史
と
い
う
、
こ
の
と
り
わ
け
複
雑
な
学
問
領
域
に
お
い
て
は
、
研
究
を
進
め

る
過
程
で
、
常
に
こ
う
し
た
方
法
論
の
検
討
が
議
論
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
。

　

そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
本
書
が
基
本
と
す
る
方
法
論
は
図
像
学
、
お
よ
び

そ
れ
を
実
証
的
に
支
え
る
歴
史
学
、
と
り
わ
け
出
版
史
や
宗
教
史
、
経
済
史

と
い
っ
た
、
複
合
的
な
領
域
を
視
野
に
お
い
た
ア
ナ
ー
ル
学
派
に
通
じ
る
手

法
で
あ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、  

ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
に
よ
っ
て
打
ち
立
て
ら

れ
た
イ
メ
ー
ジ
の
類
型
研
究
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
、
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
意
味
の

形
成
過
程
を
膨
大
な
図
像
資
料
の
収
集
と
分
類
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
あ
り
、
後
者
に
関
し
て
は
、
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
を
関
連
す
る
一
次
資
料

の
徹
底
的
な
追
究
に
よ
っ
て
実
証
的
に
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

本
書
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
を
『
イ
メ
ー
ジ
制
作
の
場
と
環
境
』
と
す
る
。
イ
メ

ー
ジ
生
成
の
過
程
を
図
像
資
料
と
テ
ク
ス
ト
の
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す

る
こ
と
、
こ
れ
が
、
本
書
の
各
論
考
に
通
じ
る
共
通
し
た
方
法
論
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
は
し
が
き
」
よ
り
抜
粋
）
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日本大学、神戸大学、名古屋大学を中心に開催されてきた研究会に、慶應義塾大学、東京藝術大学を加えた近世美術

研究会による 5年に亘る研究会の成果として、近世・近代の西洋美術史における図像学による方法論と美術理論の研

究を軸として、学術性の高い研究成果を広く世に問うことを目的に、21名の論考を収録。

 

は
し
が
き

Ⅰ　

ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
と
近
世
図
像
学

 

ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
の
、
パ
リ
在
住
、
二
十
代
の
青
春

 
 

―

ア
ン
ド
レ
・
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
の
著
作
『
対
話
』
を
物
語
画
制
作
の
視
点
か
ら
読
む

 

ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
と
ジ
ャ
ン
・
ル
メ
ー
ル
に
よ
る
共
同
制
作

 
 

―

《
父
の
剣
を
見
出
す
テ
セ
ウ
ス
》
を
中
心
に

 

ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
作
《
ポ
リ
ュ
フ
ェ
モ
ス
の
い
る
風
景
》

 
 

―

四
大
元
素
と
ケ
レ
ス
の
シ
チ
リ
ア
神
話

 

ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
の
「
聖
家
族
」

 
 

―

一
六
五
〇
年
前
後
の
フ
ラ
ン
ス
で
の
プ
ッ
サ
ン
受
容
を
手
掛
か
り
に

 
プ
ッ
サ
ン
作
《
ダ
フ
ネ
に
恋
す
る
ア
ポ
ロ
》（
一
六
六
四
年
）

 
 

―

自
然
学
的
寓
意
を
め
ぐ
っ
て

 

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
・
ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
の
失
わ
れ
た
原
作
に
基
づ
く

 
 

《
聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
の
遺
体
の
発
見
》
に
つ
い
て

 

ア
ル
ト
ド
ル
フ
ァ
ー
の
《
シ
ェ
ー
ネ
・
マ
リ
ア
（
美
し
き
聖
母
）》
と
人
文
主
義

 

芸
術
家
の
庇
護
者
と
し
て
の
ミ
ネ
ル
ウ
ァ
と
メ
ル
ク
リ
ウ
ス

 
 

―

フ
ェ
デ
リ
コ
・
ズ
ッ
カ
リ
作
《
誹
謗
》
を
中
心
に

 

召
命
と
否
認

 
 

―

伝
サ
ラ
チ
ェ
ー
ニ
《
聖
ペ
テ
ロ
の
否
認
》
を
め
ぐ
っ
て

Ⅱ　

図
像
学
の
展
開
と
美
術
理
論

 

ア
ー
ノ
ル
ト
・
ハ
ウ
ブ
ラ
ー
ケ
ン
の
『
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の

 
 

画
家
た
ち
の
大
劇
場
』
に
お
け
る
「
素
描
的(tekenachtig)

」

 

ゴ
ブ
ラ
ン
製
作
所
と
ア
カ
デ
ミ
ー
の
サ
ロ
ン

 
 

―

歴
史
画
家
た
ち
の
競
合
の
舞
台

 

ジ
ャ
ン
・
シ
メ
オ
ン
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
《
デ
ッ
サ
ン
の
勉
強
》
と

 
 

画
中
彫
刻
《
踵
に
小
翼
を
つ
け
る
メ
ル
ク
リ
ウ
ス
》

 
 

―

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
妃
ロ
ヴ
ィ
ー
サ
・
ウ
ル
リ
カ
の
注
文
と

 
 

 

一
七
四
八
年
の
サ
ロ
ン
展
示
を
め
ぐ
っ
て

 

フ
ラ
ン
ス
革
命
図
像
学
の
現
在

 
 

―

恐
怖
政
治
と
カ
リ
カ
チ
ュ
ア

 

ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ュ
リ
ア
ン
《
プ
ッ
サ
ン
像
》（
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
）

 
 

―

ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
末
期
の
偉
人
像
表
現
を
め
ぐ
っ
て

 

フ
ラ
ン
ス
王
政
復
古
期
の
歴
史
図
像

 
 

―

ジ
ェ
ラ
ー
ル
《
ア
ン
リ
四
世
の
パ
リ
入
城
》
と
ル
イ
十
八
世
の
パ
リ
入
城

 

Ｊ
・Ｍ
・Ｗ
・
タ
ー
ナ
ー
と
エ
ド
マ
ン
ド
・
ス
ペ
ン
サ
ー

 
 

―

一
八
一
一
年
出
版
《
ス
ペ
ン
サ
ー
の
妖
精
の
女
王
よ
り
》
考

 

十
九
世
紀
の
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
批
評

 
 

―

『
全
画
派
の
画
家
た
ち
の
歴
史
』
中
の
ア
ウ
グ
ス
ト
・
デ
ミ
ン
に
よ
る
記
述
を
中
心
に

 

伝
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
原
画
の
複
製
版
画
と
亜
欧
堂
田
善

 

ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
の
写
実
絵
画
不
要
論
に
お
け
る
写
真
を
め
ぐ
っ
て

 

Ｅ
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
理
論
と
そ
の
哲
学
的
指
針

 

あ
と
が
き
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フランス近代の図像学 ニコラ・プッサンと
　イエズス会図像の研究

画家ニコラ・プッサンの描いたイエズス会図像と
フランシスコ・ザビエルに関する研究を主題に、
フランス近代研究と東西交渉史という観点から、
様々な手法を駆使して新知見を提示した、著者
20年に亘る研究成果。

木村三郎　著

フランス近代において常に美術史の枢軸であった
ニコラ・プッサンを中心とした、フランス 17 世
紀の絵画における図像表現のありかたと、18 世
紀におけるその受容に関する研究集成。 神話図像、
宗教図像、歴史図像、寓意図像という視点から行
った、  ニコラ・プッサンの物語表現とその後代へ
の影響を明らかにする。

木村三郎　著

ロココを織る

小林亜起子　著

フランソワ・ブーシェによる
ボーヴェ製作所のタピスリー

本体価格 15,000 円 + 税
Ａ5判上製函入　本文 464頁　口絵 8頁　2015 年 6月刊

ISBN 978-4-8055-0739-1  C3071 

ロココ時代を代表する画家であり、一世を風靡
した装飾美術のデザイナーでもあったブーシェ
が、ボーヴェ製作所のためにデザインした6つ
のタピスリー連作を詳細に考察、フランスの社
会史、文学史の視点を交えつつ、多彩な芸術家
の新たな姿を提示する意欲作。
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